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自己評価及び外部評価結果

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

神奈川県大和市深見東　3-2-5

事業所は相鉄線・小田急線の「大和」駅下車、国道４６７線沿いを徒歩で北上して
２５分の幹線道路から少し入った新興住宅地区にあります。建物は木造風のしゃれ
た２階建てで、隣には同法人のデイサービス施設が隣接しています。近くには農地
やモモ、ブルーベリーなどの果樹園や桜があり静かな佇まいの一角となっていま
す。
＜優れている点＞
事業目標「よりその人らしい生活を送る」、使命として「少人数を活かし、よりそ
の人らしい生活環境、サービスを提供する」を個人ごとのケアプランの課題から
「日課実施記録」に時系列で項目として並べ、実施の確認と振り返りを毎日行って
います。居室担当制により、利用者の「できること」と「できないこと」を見極め
「お手伝いさんにならない」工夫をしながらきめ細やかな思いに届く支援をしてい
ます。形式にとらわれず食事の提供方法を検討しながら傾聴や外出の時間を生み出
す工夫に積極的に取り組んでいます。
＜工夫点＞
散歩時のごみ拾い、入居者の写真と共に進める富士山登山に見立てた歩行運動、早
くからの家族面会の方法の確保やリモート面会の実施、季節の野菜作りを兼ねた役
割つくりと楽しみの演出、散歩表による計画的な外出、誕生会における居室担当を
司会者にした本人、仲間・本人からの発声と演出による場作りなどアットホームな
日常を目指した活動を日々行い、意欲の向上や喜びの演出につながるようチャレン
ジ精神をもって入居者、職員一体となって取り組んでいます。

■
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【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

評  価  機  関
評 価 決 定 日

社会福祉法人　徳寿会　

評 価 結 果
市町村受理日

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

令和4年3月25日令和3年10月15日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

定員　計

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

サービス種別
定　 員　 等

平成16年10月1日

指 定 年 月 日
1473000865

所　　在　　地

事 業 所 番 号

56 ～ 68

 1 ～ 14

ﾕﾆｯﾄ数

36 ～ 55

認知症対応型共同生活介護

「よりその人らしい」を事業目標、理念に掲げておりご利用者１人ひとりに寄り添い
安心・安全でホットするアットホームな生活環境を提供すると共に利用者様の自立支
援にも力を入れて取り組んで行く。何でも出来る所から始め失敗を恐れないチャレン
ジ精神をモットーにトライして頂く。認知症の方の立場に立ち物事を考えられる様に
認知症の理解を深める。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 〇 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム　晃風園

 ユニット名 １階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホーム晃風園　.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

現在書面での開催となっているが運営
推進会議を定期的に開催している。事
業所活動や状況を報告し、参加者から
意見などを頂きサービスの向上に活か
す様にしている。

コロナ禍で書面会議となっていますが
活動報告は会議参加者である自治会役
員、民生委員、地域包括センター職
員、市福祉担当職員に送付していま
す。毎回、意見が返され、事業所運営
に役立てています。

報告書の項目に苦情や身体拘
束等や災害訓練等の開催など
の報告や振り返り等を加え、
意見等を頂く機会とすること
が期待されます。家族等への
参加も併せて呼び掛けられる
ことも期待されます。

コロナ禍以前には、２カ月に１回開催
しているグループホーム連絡会に出席
し他事業所とも情報交換を行ってい
る。

市福祉課とはメールを通じて関係を
保っています。情報の多くは同法人経
由の入手であり、直接的には生活保護
関係の訪問時や運営推進会議の参加時
に情報交換や話し会いをしています。

自治会に加入している。
コロナ禍で自粛生活の為、殆んど付き
合いが出来ていない。
エコキャップ集めは協力している。

コロナ禍の中で困難な状態が続いてい
ますが現在は近くを散歩することを始
め、入居者の発案でごみを拾うことも
合わせて行っています。事業所玄関前
には案内看板を掲げ、地域へ施設情報
の発信を継続的に続けています。

積極的な取り組みは出来ていないが地
域の方に向けてグループホームがどの
ような役割を持っているのかお伝えす
る機会を設けて行きたい。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

法人で理念に関する研修会を行い理念
にもとずいて職務に取り組んでいる。
又、各個人に配布された理念カードを
１日の常務振りかえり時に実施出来て
いるのか確認している。

理念を事業所で出来る事業目標に落と
し込み、職員で共有しています。「そ
の人らしい生活を送る」、そのために
必要な日常生活環境を整えることを第
一に介護サービスの提供の在り方を
チャレンジ精神をもって日々の実践に
つなげています。

株式会社フィールズ



グループホーム晃風園　.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象
となる具体的な行為を正しく理解するととも
に、身体的拘束等の適正化のための指針の整
備、定期的な委員会の開催及び従業者への研修
を実施し、緊急やむを得ない場合を除き、身体
的拘束等をしないケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

利用契約時に苦情相談窓口の説明と対
応につて説明してる。又、意見書を設
置している。面会時や電話等を通じ近
況報告し、意見など聞いている。

家族会議は自粛していますがコロナ禍
の中でも工夫をしながら半数近くの家
族等の面会を実施しています。居室担
当を決め、「できること」と「できな
いこと」を見極め「お手伝いさんにな
らない」工夫をしながら支援を行い、
その様子を毎月こまめに書き、家族等
「お便り」として送付しています。

介護基礎研修の中で権利擁護について
の研修を行った。

入所時に契約及び重要事項について説
明し、同意を頂いている。運営規定・
介護報酬改善等があった場合は説明を
行い、同意を頂いている。

身体拘束委員会を開催し、研修会を
行ったりどの様な事が拘束になるのか
等を会議にて話し合い身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる。

定期的に身体拘束等廃止委員会の実施
と事例検討を組織的に行っています。
職員研修もセレクト研修として丸一日
時間をかけて実施しています。職員に
は自己点検シートを活用してその結果
をもとにフロアー会議で話し合う機会
をつくっています。

身体拘束等防止、虐待防止に
対する取り組みはしっかり実
施していますが、重要事項説
明書など家族等への事前説明
資料等への記載説明の検討が
期待されます。

虐待委員会を設け身体拘束同様に研修
会を行い虐待行為のない様に努めてい
る。

虐待防止委員会を設け、法人全体で取
り組んでいます。研修を実施して、気
が付かない虐待や身体拘束につながり
そうな行為について話し合いを進めて
います。センサーマットや歩行可能な
入居者の不必要な車いす介助などを題
材にして防止に向け議論を進め、虐待
防止の徹底につなげています。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

コロナ禍以前は、大和市のグループ
ホーム連絡会に参加し、他事業所の方
と交流・情報交換を行っていた。

入所する前に家族及び本人を含めた事
前面接を行い、ニーズの確認やサービ
ス提供に関する注意事項の説明をして
いる。

定期的に行なわれている面談等で個人
と対話し意見交換している。働きやす
い職場作りを心掛けている。

職員との個人面談を実施しています。
高齢の職員が多いため、健康面につい
て気を付けながら夜勤体制の見直しな
ど話し合いをしています。

法人内部や外部への研修・勉強会への
参加を促している。ケアについて問題
や疑問が発生した場合には速やかに問
題解決に取り組んでいる。

法人としての研修会や必要によりセレ
クト研修や法人内のスクール研修を実
施しています。社外研修も有給研修と
しています。資格取得を目指す支援も
個別に実施していますが、高齢職員が
多い為、実務研修を中心に実施してい
ます。

施設内で共有しているポータルなどで
得た情報を職員に報告している。管理
者と職員は気軽に話せる関係を構築し
ている。スタッフ会議等でケアに関す
る提案や意見を反映出来る様にしてい
る。

毎月の職員会議で話し合いがもたれて
います。朝の食事の形態の変更として
「湯洗食」から美味しい素材を使った
食材の提供の試行や「お楽しみ献立」
などの意見が実現されています。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

入所時に馴染みの持ち物を持参して頂
き、新しい環境に馴染めるように努め
ている。面会や電話の取次ぎは本人や
家族の意向を確認した後に取り次ぐ様
にしている。

一点でも自分の今までの生活で身近に
有った馴染みのものを持参してもらう
よう、働きかけています。日常の会話
の中で地元の行事やお菓子等の話題を
取り上げることで、利用者の気持ちを
くみ取れるよう支援をしています。携
帯電話を利用して家族等と話し合う入
居者もいます。

入所前に面談を行い、その際得た情報
を基にサービスの提案し、ケアをしな
がら日々の様子を把握し、個々に合っ
たサービスの見直しを行いながら提供
している。本人の出来る所はなるべく
行える様な声掛けを行っている。

毎月、ご家族宛に近況報告として手紙
をお送りしている。入居者の体調に変
化や事故報告時には速やかに連絡を
取っている。

入所前に必ず家族及び本人と面談を行
いニーズや要望の確認を行い、その方
に合ったサービス提供出来る様に努め
ている。

家族及び本人が求めているニーズの確
認し、ニーズや要望に応えられるよう
に進めている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

事前面接で情報収集した内容の他本人
の会話や家族の面会時に情報収集しケ
アプランを作成している。

日々の生活状況をケース記録に記載し
把握している。個別に役割を持って頂
けるように支援している。

退去となった場合であっても家族の要
望に親身に答えられる様に相談や個々
に合わせたサービスを紹介している。

過去の生活歴や趣味、事業所での生活
について確認しそれらの情報を基に、
会話の中から現在の思いの把握に努め
ている。可能な限りその方の思いや意
向に沿った支援に努めている。

「よりその人らしい生活を送る」の実
現のため自立した日常が少しでも得ら
れるよう、入居者の趣味や意向に沿っ
て、習字、お花、野菜作り、食事の準
備、誕生会のお祝い会の演出、自室の
清掃や廊下の清掃など役割を持った日
常生活が営まれるよう支援をしていま
す。

入居者同士のコミニュケーションを図
る為、週間レクリエーションを充実さ
せている。入居者が孤立しないよう、
楽しく過ごせる様な支援を行ってい
る。

株式会社フィールズ



グループホーム晃風園　.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

入居時に事業所の協力医療機関の説明
をしている。本人や家族の意向を尊重
し、かかりつけ医を決めている。協力
医と歯科医、眼科医はそれぞれ月１回
の往診があり、入居者の健康管理を
行っている。

事業所の協力医の他、従来のかかりつ
け医の往診もあります。内科と眼科は
月に１回、歯科は２回訪問していま
す。外来受診の同行は原則として家族
ですが、事業所の看護師や職員の場合
もあります。夜間などは「医療体制
表」による入居者のデータをもとに対
応しています。

ケアプランを基に入居者１人ひとりに
合わせたサービスの提供に努めてい
る。何か問題が起きた場合にはその都
度話し合い、固定観念に捉われない様
な対応を心掛けている。

コロナ禍の為中止になってしまったイ
ベント等も多く去年は参加する事が出
来なかったがその中でも楽しみを見つ
ける様な支援を考えて出来る限り行っ
た。

入所時のアセスメントに基いてケアプ
ランを作成し１ヶ月様子をみてモニタ
リングとアセスメントを行い、ケアプ
ランを作成している。状態の変化に応
じてその都度ケアプランの見直しを
行っている。

ケアプランは半年に１度見直し、管理
者、居室担当者、看護師、医師、家族
の意見を反映し、ケアマネジャーが作
成しています。設定した目標に向かっ
て毎日のケアを実施しているか、「日
課実施記録」で個々の利用者のその日
に実施すべき項目を確認しています。

個々のケース記録を記載し管理してい
る。又、ケアプランの見直しをする際
に活用している。実践した事柄は日課
実施記録に記入している。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

定期的に救急法の研修を行っている。
救急時のマニュアルも見直し、職員に
周知し応急処置が出来る様にしてい
る。又、ＡＥＤの操作方法等も研修に
取り入れて対応している。

災害時のマニュアルの整備し、コロナ
禍以前は年２回の避難訓練を実施して
いた。通報手順を含めた初動対応や避
難経路の確認を行っている。

コロナ禍により定期的な避難訓練は実
施していませんが、市のラジオ放送を
利用して地震を想定した一斉行動訓練
を行っています。職員連絡網を作成
し、家族への電話連絡表は事務所の電
話の前に設置し緊急時には迅速に連絡
ができるようにしています。備蓄品は
３日分用意しています。

入院された場合は、病院へ施設内での
生活状況について情報提供し、適切な
医療が受けられるように支援してい
る。又、出来る限り早く退院できる様
に病院との情報交換・共有を行ってい
る。

入居時に重度化した際の指針に基づき
事業所方針を説明し同意書を交わして
いる。重度化してきたと認められた場
合は主治医・家族・事業所による話し
合いを設けて家族の意向沿った支援を
している。

重度化や終末期のあり方について、入
居時に事業所の指針を示し、事業所と
してできることを説明し同意を得てい
ます。看取り介護は実施していません
が、本人や家族、医師、看護師、職員
と話し合い、事業所としてできる限り
のことを考慮し支援しています。

入居者の状態の変化があった際には看
護師・管理者に報告し速やかに適切な
医療を受けられる様にしている。個別
医療マニュアルを作成し緊急時に活用
している。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

月１回お楽しみ献立を実施している。
献立はご利用者の食べたい物を聞き取
りしメニューを決めている。食事の準
備を手伝って頂いたり食器拭き等手
伝って下さる。

朝と夕の食材・献立は業者からで、１
階はレトルトを湯煎、２階は職員が調
理しています。昼は違う業者の弁当の
配達です。月に１回の「お楽しみ献
立」の日は、入居者の希望を聞き手作
りしています。入居者は、下ごしら
え、盛り付け、食器拭きを手伝ってい
ます。

その日の体調等も考慮しその時に合わ
せたペースで支援している。

毎月1回散髪が来園し整容している。希
望のある方は外部の美容院へ行き整容
している。

入居者１人ひとりの人格を尊重し、声
掛けやプライバシーに配慮した対応し
ている。職員間で確認し合いながら、
不適切な声掛けや対応を行わない様に
注意し合っている。

名前を呼ぶ時は苗字に「さん」をつ
け、同姓の場合はフルネームで呼んで
います。法人が人格の尊重に関する研
修を行い、職員同士で注意をし合って
います。顔写真の掲載は家族の同意を
得て行い、共用空間では行事等の写真
は掲示せず個々の居室に貼っていま
す。

入浴や外出等の様々な場面において入
居者の意見を確認した上で実行する様
にしている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

排泄チェック表と水分摂取量に気を配
り自然排便できる様に支援している。
下剤だけでなく腹部のマッサージや歩
行、体操と便秘にならない為の予防に
も取り組んでいる。

入浴は週２～３回としているが、入居
者の体調・気分に合わせて臨機応変に
対応している。又、清潔保持の他に皮
膚状況等にも注意を払っている。

風呂マットの交換や湯の入れ替えは個
別に行い、室温に気をつけています。
入浴を嫌がる人には職員を代えたり、
声掛けに工夫をするなど、入浴が楽し
めるよう支援しています。柚子湯や入
浴剤で楽しむ工夫もしています。

毎食後口腔ケアを行い口腔内衛生に努
めている。週２回義歯洗浄剤を使用し
ている。必要に応じて歯科往診の際に
診察して頂いている。

排泄チェツク表を基にその方に合わせ
た声掛け、見守りでトイレで排泄出来
る様に支援している。自立に向けた生
活を支援をしている。

排泄は自立している人がほとんどで、
パットの交換などを介助する時もあり
ますが、夜間もトイレを利用していま
す。それぞれのパターンを把握し、あ
まり間隔が長い時は声掛けをしていま
す。退院してオムツだった人も、事業
所に戻りトイレでの排泄に戻った事例
もあります。

個々の食事量を把握している。水分摂
取については水分摂取の少ない入居者
に関してはチェック表を用いて対応し
ている。体重の増減に関しては補食を
用いたり食事量の調整を行っている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

トラブルを避ける為に管理は職員が
行っているが必要に応じて本人希望時
に使える様に支援している。

園庭にて入居者と共に野菜作りをして
いる。洗濯たたみや食器拭き、清掃等
を依頼して役割を持つ事により張りの
ある生活を支援している。

現在の生活スタイルに合わせた外出支
援を行っている。感染症対策を行いな
がら、近くのお店まで買い物等出来る
限り希望に添える様に支援している。

職員と１対１で、近所の幼稚園や野菜
直売所などへ散歩し、「散歩表」に
チェックを入れてケアプランでの目標
が実行されているか確認しています。
また、１階のテラスでお茶を飲んだ
り、植物に水やりをして日光浴なども
楽しんでいます。車での花見も行って
います。

安心して気持ち良く眠れる様に適度な
運動を取り入れたり布団を干す等の対
応を心掛けている。

薬の情報シートはその都度保管し、必
要に応じて確認している。確実に服薬
出来る様に介助や見守りを行い症状の
変化があれば記録に残し情報共有して
いる。
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

入居者が不安や混乱を招く事の無いよ
うに使い慣れた家具や調度品を持参し
て頂き、居心地の良い生活空間を提供
出来るように工夫している。

全ての居室が南向きで日当たりが良い
作りになっています。エアコン、ク
ローゼット、照明、カーテンを備えて
います。テレビやタンス、望遠鏡な
ど、それぞれが思い入れのあるものを
持参しています。掃除はできるだけ本
人が行うようにしています。

居心地が良く安心した生活が送れる様
に廊下やトイレや浴室に手すりを設置
している。必要に応じて足置き台も設
置している。又快適に生活出来る様に
テーブルや椅子、ベット等の配置も工
夫する様に対応している。

共用空間は優しい色合いで不快さや混
乱を招く事の無いように配慮してい
る。レクリエーションで作成した作品
を壁に展示している。

床暖房のあるリビングでは、それぞれ
が落ち着く場所で談笑し、テレビを見
たり、のんびり過ごす空間となってい
ます。壁には入居者が作ったカレン
ダーや季節感ある作品を飾っていま
す。食席は相性を考慮した配置になっ
ています。職員と一緒に掃除機やモッ
プがけ、手すり拭きなどをしていま
す。

食席や机の配置は入居者同士の関係性
を重要視し決めている。時々席替えを
したりしてゆっくり、くつろげる様な
居場所作りを心掛けている。

入居者より手紙や投稿依頼や電話の取
次ぎ要望がある際はその都度対応して
いる。
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 〇 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム　晃風園

 ユニット名 2階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

取り組み状態の報告や話し合いを活か
し考えていこうと思う。

コロナ禍以前には、２カ月に１回開催
しているグループホーム連絡会に出席
し他事業所とも情報交換を行ってい
る。

コロナの為、出来ていない。コロナの
為、交流は難しい。周辺の散歩時に庭
先の方と会話はある。

積極的な取り組みは出来ていないが地
域の方に向けてグループホームがどの
ような役割を持っているのかお伝えす
る機会を設けて行きたい。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

時々、基本理念の確認をしている。基
本を忘れずに勤務している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象
となる具体的な行為を正しく理解するととも
に、身体的拘束等の適正化のための指針の整
備、定期的な委員会の開催及び従業者への研修
を実施し、緊急やむを得ない場合を除き、身体
的拘束等をしないケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

要望に耳を傾けている。繁栄されてい
ると思う。

後見制度は学ぶ機会がなく関係者と話
す機会があまりない。支援している。

入所時に契約及び重要事項について説
明し、同意を頂いている。運営規定・
介護報酬改善等があった場合は説明を
行い、同意を頂いている。

虐待委員会を設け身体拘束同様に研修
会を行い虐待行為のない様に努めてい
る。

委員会を開き周知して取り組んでい
る。職員同士も注意している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

DVD、オンラインでの研修会。

ご本人の要望をなるべく多く聞けるよ
う努めている。本人が困っている事が
ない様に常に心掛けている。

何時も声をかけて頂き要望を聞いても
らっている。勤務日数など配慮して頂
いている。

研修を受ける機会があるが確保できな
い時がある。研修など進めて頂いてい
る。

施設内で共有しているポータルなどで
得た情報を職員に報告している。管理
者と職員は気軽に話せる関係を構築し
ている。スタッフ会議等でケアに関す
る提案や意見を反映出来る様にしてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

コロナの為に現状、出来ていない事が
あるが関係が途切れない様に支援はし
ている。

努めています。第二の家族といる気持
ちで接していきたい。気持ちは共に分
かりあい支えていければと思ってい
る。心地よく過ごして頂けるよう考え
ている。

ご本人様もご家族様もそれぞれの気持
ちがあり理解し支えていければと思う
様に努め、案じている。

気になる事、気付いた事はいつでも伝
えて下さいと電話や手紙で伝えてい
る。コロナの為ゆっくりと話をする機
会を作りづらい。

何か行いたい時は必ずご家族に連絡を
して許可を頂いている。ケアプランに
沿って支援する様に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

ご家族様。ご本人様からの情報など可
能な限り把握に努めている。ご家族様
からご本人様の情報を聞き取りしてい
る。

引き継ぎや一緒に過ごす中で現状を把
握するよう努力している。連絡ノート
などで伝えている。常に心身状態や行
動に気を配っている。

退去となった場合であっても家族の要
望に親身に答えられる様に相談や個々
に合わせたサービスを紹介している。

意向に添えるよう努力している。把握
に努めているが実現が難しい時もあ
る。その人らしい暮らしをして頂いて
いる。

個々に合わせて支援する様に努めてい
るが利用者同士自己主張も強く、もめ
ごともある時がある。1人1人の個性を
知り関わり支えている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

入居時に事業所の協力医療機関の説明
をしている。本人や家族の意向を尊重
し、かかりつけ医を決めている。協力
医と歯科医、眼科医はそれぞれ月１回
の往診があり、入居者の健康管理を
行っている。

取り組んでいる。個別ケアとして取り
組んでいる。

支援している。一日一日を楽しく過ご
せるよう努めている。

ケアプラン作成の為の話し合いをして
いる。その人に合った介護計画を作成
している。

活かしている。日々の情報共有をして
いる。職員間で共通理解を心掛け、常
に良い状態になるよう支援している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

定期的に救急法の研修を行っている。
救急時のマニュアルも見直し、職員に
周知し応急処置が出来る様にしてい
る。又、ＡＥＤの操作方法等も研修に
取り入れて対応している。

災害時のマニュアルの整備し、コロナ
禍以前は年２回の避難訓練を実施して
いた。通報手順を含めた初動対応や避
難経路の確認を行っている。

入院された場合は、病院へ施設内での
生活状況について情報提供し、適切な
医療が受けられるように支援してい
る。又、出来る限り早く退院できる様
に病院との情報交換・共有を行ってい
る。

入居時に重度化した際の指針に基づき
事業所方針を説明し同意書を交わして
いる。重度化してきたと認められた場
合は主治医・家族・事業所による話し
合いを設けて家族の意向沿った支援を
している。

報告、相談している。看護師が常駐し
ていないのでタイムリーな相談が出来
ない事がある。気になる事は相談する
ようにしている。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

盛付、食器拭き等して頂いている。決
まった食事なので好みを聞く事はあま
り出来ない時もある。月1回のお楽しみ
献立と時には希望に沿うよう考えてい
る。

利用者様を優先に過ごして頂いてい
る。可能な限り希望に沿える支援を
行っている。1人1人のペースを大切に
個人の生活を大切に快適に遅れるよう
支援している。

ご自分の洋服を選べる人は選んで頂い
ている。常に清潔であるよう支援して
いる。声掛けなどで支援している。

個人にあった対応をしている。心掛け
ている。尊厳を守れるよう考えてい
る。丁寧な言葉遣い、声掛けを心掛け
ている。

働きかけている。ご本人様が気持ちを
伝えやすいように心がけている。希望
に沿うよう支援している。思いに寄り
添いたいと思っている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

こまめに水分摂取をして頂いたり体
操、散歩をしている。薬に頼りすぎな
いよう看護師とも相談している。水分
量、野菜摂取等個人によって声掛けを
している。

拒否がある時はスタッフを変えながら
声掛けし、無理強いはしない。週2回、
入浴できるよう支援はしているが曜
日、時間帯は自由ではない。

毎食後、声掛けし口腔ケアを実施して
いる。状態に応じて歯科医に相談。

ご自分で可能な事はして頂くよう支援
している。排泄、トイレの誘導、声掛
けなど取り組んでいる。

食事はワンパターンになりがちなので
味付けの工夫をしている。食事量、水
分量を一人ひとり確認させて頂き支援
している。状態に応じて声掛けをして
いる。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

トラブルを避ける為に管理は職員が
行っているが必要に応じて本人希望時
に使える様に支援している。

支援に努めている。楽しい事、好きな
事等を考え気分転換になるように支援
している。日々に役割を持ち必要とさ
れている事を感じて頂けるケアを心掛
けている。

天候の良い日には散歩するよう促した
りしている。なるべく外に行けるよう
支援している。

1人１人のペースで日中に散歩をして夜
眠れるように、など支援を考えてい
る。リネン交換、布団干しをして定期
的に行っている。

服薬には細心の注意を払っている。薬
は日々、ダブルチェックで確認して服
用して頂いている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

入居時に使い慣れた物や好みの物を持
参して頂き落ち着いて過ごせる配慮を
している。ご本人様の好きな物、書い
た絵、生け花など置いている。

安全に過ごせるよう配慮している。お
手伝いやレクなど危険のないよう見守
りしながら支援している。

個人個人にあった支援をしている。
様々な配慮や工夫を心掛けている。毎
日利用者様にお掃して頂いたり清潔を
保ち居心地良く過ごせるよう心掛けて
いる。

共用空間にソファがあり一人でもゆっ
たり座る事が出来る。居心地良い空間
作りを工夫している。ソファや自由に
使用できる椅子があり思い思いに過ご
せる空間があると思う。

お伝えしたい事や必要な物があればや
り取り行う。ご家族様と相談し支援し
ている場合がある。携帯電話がある方
は自由に話して頂いている。
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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 4

報告書の項目に苦情や身体拘束等や災害訓
練等の開催などの報告や振り返り等を加え
意見等を聞く機会とする事

運営推進委員会を開催した場合にはその都
度報告を行う

運営推進会議時に於いて苦情や身体拘束等
の報告があってもなくても全ての報告をお
伝えする事とする 2ヶ月

2 6

身体拘束防止・虐待防止について重要事項
説明書等家族への事前説明資料等への記載
説明の検討

身体拘束防止・虐待防止についての説明事
項や資料等への記載説明を行う

現在記載している項目では身体拘束防止・
虐待防止についての説明が足りていない為
文言を付け加えて文章化する 7ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

2021年度

事業所名　グループホーム　晃風園

作成日：　 令和4年　　3月　25日


